
 

専門科シニアレジデントコース：感染症科・感染制御科 
 

１．診療科の特徴 

近年インフルエンザやレジオネラ、ノロウイルスを中心とした市中感染症と、セラチアや耐性緑膿菌、

MRSA を中心とした院内感染症の話題が絶えません。問題が生じるたびに我が国における感染症専門医の不

足が指摘されてきました。確かに感染症を生じる病原体は数多く、病原体に対する基礎的知識から疫学お

よび臨床まで幅広い知識が必要とされることから、患者および一般社会からの感染症に関する要望に応え

うる能力を有する感染症専門医の数は非常に限られているのが現状です。 

当教室は感染症に対する治療を担当する感染症科と、病院感染に対するインフェクションコントロール

を担当する感染制御科の双方を標榜している、国内で数少ない大学の講座です。 

感染症科としては、外来業務および院内における感染症コンサルティング（相談）を中心とし、近隣の

医療機関や院内から紹介された難治性感染症、耐性菌感染症、深在性真菌症、HIV 感染症および肺外結核

の治療などを行っています。 

感染制御科としては、院内感染対策室専任者である吉原みき子看護師（日本看護協会感染管理認定看護師）

と共に、中央検査部細菌室から毎日報告される耐性菌データをもとに、最適な院内感染対策ができるように

病棟ラウンドを行っています。 
 

２．診療実績（平成 27 年度）＊主要なものを抜粋 

耐性菌感染症：205 名  

難治性感染症：156 名  

非定形病原体による感染症：122 名 

HIV 感染症：84 名  

深在性真菌症：50 名  

病棟ラウンド：168 回 
 

３．診療科の体制 

前﨑繁文（診療部長、教授） 

日本感染症学会 評議員、日本化学療法学会 評議員、  

日本臨床微生物学会 理事、日本医真菌学会 評議員、医学博士 

 

山口敏行（副診療部長、講師、医局長、臨床研修指導医）  

日本内科学会    認定内科医、総合内科専門医、認定内科臨床指導医  

日本感染症学会 感染症専門医、指導医、評議員 

日本化学療法学会 抗菌化学療法指導医、評議員  

日本呼吸器学会 呼吸器専門医、指導医 

日本エイズ学会 認定医、指導医、日本臨床微生物学会 認定医 

ICD 制度協議会 認定インフェクションコントロールドクター、日本医師会 認定産業医 

American College of Physicians (member)、医学博士 

 

樽本憲人（講師）  

日本内科学会 認定内科医 
 

Ⅱ 



 

 

日本感染症学会 感染症専門医 

日本化学療法学会 抗菌化学療法指導医 

ICD 制度協議会 認定インフェクションコントロールドクター  

医学博士 
 

４．プログラムの目的と特徴 

当科のプログラムでは感染症診療だけではなく、感染制御に関しても的確な判断ができるだけの経験を

積むことを目標としています。また感染症は広く内科全般に関する知識が必要であることから、感染症専

門医だけではなく総合内科専門医の資格を取得できるよう配慮します。また大学病院であるため、博士号

（医学）が取得できるような研究も可能です。 
 

５．キャリアパス（取得可能な資格） 

卒後 3年目以降の専修医プログラムでは、感染症医として各種感染症の正確な診断およびその治療ができ

ること、さらに各診療科における各種感染症の診断・治療に関する正確なコンサルテーションができること

を目標とした指導を行います。また病院感染制御に関して、ICT 活動に実際に従事しながら学べます。また

感染に関する一つのテーマについて、基礎医学講座や院内感染対策室と協力のうえ指導者のもとで医学研究

を行い、研究成果を国内外の学会にて発表するとともに論文を執筆・投稿していただきます。最終的に感染

症専門医およびインフェクションコントロールドクターの資格、および学位（博士号）を取得することを目

標とします。 

臨床到達目標 

3 年目：基本的な感染制御に関する理論を学び、ICT 活動に従事する。  

認定内科医の申請に必要な症例を経験する。 

4 年目：難治性感染症、耐性菌感染症や HIV 感染症を含む各種感染症を経験する。  

感染制御に関する十分な知識を習得し、指導を行うことができる。  

日本内科学会認定内科医（臨床研修 3 年以上）を取得 

5 年目：難治性感染症、耐性菌感染症や HIV 感染症を含む各種感染症に対して診断と治療ができる。 

ICT の中心メンバーとして感染制御を実践する。  

総合内科専門医の申請に必要な症例を経験する。 

6 年目：各診療科における各種感染症の診断・治療に関して正確なコンサルテーションができる。  

細菌および真菌に対する実験的・基礎的検討ができる。 

ICD 制度協議会認定インフェクションコントロールドクター（臨床研修 5 年以上）を取得 

7 年目以降：日本感染症学会感染症専門医（認定内科医取得後で臨床研修 6 年以上）を取得 

日本内科学会総合内科専門医（認定内科医取得後 3 年以上）を取得 

博士号（医学）を取得 
 

６．連絡先 

医局長：山口敏行（やまぐちとしゆき）電話：049 ‐ 276 ‐ 2032（医局直通） 

mail : godo2008@saitama-med.ac.jp 

HP : http://www.saitama-med.ac.jp/hospital/division/06infect/ 
 

mailto:godo2008@saitama-med.ac.jp
http://www.saitama-med.ac.jp/hospital/division/06infect/


 
 

専門科シニアレジデントコース：感染症科・感染制御科 
 

1：感染症専門医コース 募集（人数若干名） 

2：感染症専門医＋研究者コース  募集（人数若干名） 
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基幹となる資格：認定内科医 コース名：スペシャリティ資格 
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感染症専門医 
Infection Control Doctor (ICD) 

総合内科専門医 

感染症専門医 
Infection Control Doctor (ICD) 

総合内科専門医
医学博士 
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